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第
五
巻
第
幽
號

投
資
物
豊
し
て
の
公
債
．
株
券
亜
に
耽
債
の
優
劣

高
誠
仙
次
露

　
　
　
　
　
　
　
第
脚
筋
　
套
債

　
公
債
は
総
て
の
有
償
謹
雰
の
中
に
て
．
投
資
の
目
的
駒
着
し
ぐ
は
財
塵
保
篠
の
手
段
ε
し
て
．

競
も
優
れ
だ
る
も
の
ε
幽
般
に
鶴
め
ら
れ
℃
ゐ
蚤
。
勿
論
、
憂
蟹
は
元
利
の
支
彿
に
就
い
て
云

へ
ぱ
、
愚
も
確
震
な
る
有
償
鐙
券
で
あ
つ
て
．
蕗
黙
に
於
℃
は
．
大
多
歎
の
株
券
艶
に
融
債
等
は
逡

ぐ
公
債
に
及
ぱ
無
い
。
允
も
翠
に
公
憧
ε
云
ふ
も
．
其
の
種
類
多
く
、
我
國
に
て
は
．
中
央
政
府
の

螢
行
せ
る
國
債
以
外
に
、
地
方
の
各
階
級
の
政
治
團
盤
が
嚢
行
せ
る
府
横
．
縣
債
、
市
俊
、
郡
債
、
籔
債
．

町
債
．
村
債
．
組
合
墳
等
が
あ
る
。
塵
等
種
々
の
公
債
に
野
す
る
微
間
の
儒
用
は
．
螢
行
者
の
種
類

に
依
勢
て
、
夷
軸
ノ
＼
巽
の
程
度
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
韓
ふ
ま
で
も
な
ぐ
馬
國
痩
に
灘
す
る
信
用

　
　
　
搬
嚢
後
電
し
て
の
会
償
も
糠
雰
並
に
鮭
獲
の
優
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
法
　
學
　
研
　
究
　



　
　
　
携
喪
鞠
電
し
て
の
＆
機
．
糠
券
豊
緯
畿
機
の
簾
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

最
も
高
く
、
市
．
億
惰
府
慈
償
之
に
次
ぎ
．
町
村
債
に
測
す
る
償
用
は
概
し
℃
最
も
低
い
ミ
見
て
差
実
D

《
勧
る
ま
い
。
斯
ぐ
の
如
く
，
公
償
に
劃
す
る
世
人
の
僑
認
は
。
遮
の
糊
顛
に
依
う
て
、
一
檬
で
塗

い
、
が
、
元
利
金
φ
支
擁
に
關
し
て
は
、
讐
同
等
の
確
蜜
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
尤
も
是
れ
に
は
例
外

が
あ
る
。
即
ち
題
去
に
於
て
國
が
公
債
に
闘
す
る
債
溺
の
腿
行
を
掩
繕
し
た
こ
ε
が
あ
う
、
ヌ

篶
楽
に
於
て
も
あ
る
か
も
知
れ
無
い
。
公
債
否
認
の
最
近
に
於
け
る
鰻
も
重
要
な
る
實
例
は
，

予
丸
百
十
七
年
の
革
命
後
に
於
て
露
薗
亜
の
新
政
府
が
帝
圏
時
代
に
曇
行
し
た
る
内
圃
債
の

み
准
ら
ウ
．
外
國
債
に
封
し
℃
も
．
晃
利
金
の
支
擁
を
拒
繕
し
た
こ
ε
で
あ
る
。
從
つ
て
．
蚕
債
は

有
償
詮
券
中
に
て
最
も
確
貴
で
あ
る
と
云
ふ
も
．
絶
封
に
錠
全
な
る
も
の
で
は
無
い
。
然
し
な

が
ら
、
露
西
亜
の
如
き
一
大
革
命
の
起
ら
ざ
る
限
り
、
中
央
政
府
の
み
な
ら
ず
．
地
方
政
磨
並
に
自

治
圏
龍
等
だ
、
如
何
程
財
政
が
園
難
で
あ
つ
て
も
．
人
属
に
劃
す
る
債
務
．
の
履
行
を
拒
絶
す
る
が

如
き
こ
ピ
は
あ
る
ま
い
。
從
つ
て
既
見
地
よ
う
し
て
．
公
債
を
ぱ
確
饗
ε
看
磁
す
こ
ピ
を
得
る

ε
思
は
れ
る
。

　
熱
し
な
が
ら
．
欧
府
が
公
債
に
關
す
る
債
務
を
ぱ
．
契
約
通
り
に
羅
行
せ
る
に
も
拘
ら
ず
．
時
ε

し
て
は
政
驚
が
其
債
務
φ
一
部
分
ヌ
は
全
部
を
實
際
に
於
て
否
腿
せ
る
ε
嗣
醐
の
歎
況
を
呈



す
蚤
．
』
ε
が
あ
る
。
そ
は
外
で
・
も
な
い
、
政
■
府
若
し
《
は
中
央
銀
行
が
不
換
紙
幣
を
濫
曇
し
て
．

純
錠
．
⑳
個
値
を
暴
落
せ
も
め
た
ピ
き
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
．
佛
蘭
西
の
門
法
』
は
葬
常
に
暴
落
し
て
ゐ

る
。
悌
蘭
属
の
麺
貨
ε
未
國
の
通
貨
ε
の
間
に
於
け
る
爲
替
の
恥
準
相
場
は
、
『
法
』
k
付
†
九

凱
三
零
卿
で
あ
る
が
ギ
九
百
二
十
五
年
の
年
末
（
十
二
月
三
十
旦
に
於
け
る
爲
替
相
場
は
三
仙

七
ミ
粥
強
で
あ
つ
て
、
千
九
百
二
十
六
年
の
年
頭
二
月
六
旦
に
於
け
る
相
揚
は
三
仙
八
ミ
ル
牟

強
鷲
戴
ぎ
電
か
つ
セ
。
即
ち
『
法
』
は
季
贋
の
約
五
分
の
一
に
低
落
し
て
ゐ
乾
。
其
の
結
果
ミ
し

て
．
儲
蘭
西
の
公
債
中
龍
て
，
職
前
轍
法
あ
相
場
が
苓
蟹
を
維
持
し
て
ぬ
た
時
に
、
曇
行
せ
ら
れ
泥
る

も
の
は
、
業
の
撰
値
の
五
勢
の
四
を
失
つ
た
こ
ミ
に
な
つ
て
ゐ
る
。
例
へ
ぱ
．
載
璽
前
に
螢
行
せ

ち
鶴
詑
る
額
百
百
絵
の
蚕
債
を
所
有
せ
る
者
が
今
打
政
府
よ
鞠
百
法
の
償
却
を
受
赫
て
も
、
其

百
数
を
獄
て
．
載
前
に
躍
ひ
得
だ
貨
物
の
一
分
藍
の
大
約
五
分
の
一
に
相
當
す
る
も
の
を
購
入

す
蚤
を
懸
渇
に
遇
ぎ
無
い
。

　
編
■
逸
の
例
拭
箆
に
＝
層
甚
だ
し
い
。
洞
國
の
紙
幣
馬
克
は
載
後
挙
贋
の
一
兆
分
の
一
に
狂

落
も
た
の
で
あ
る
か
ち
．
政
府
が
籾
等
か
の
方
法
に
依
9
て
篭
公
・
債
所
有
者
の
損
失
を
群
償
管
ざ

る
鰻
）
、
漿
前
の
み
鶏
ち
す
、
載
時
中
に
於
て
曇
行
せ
ら
れ
た
る
公
債
燈
書
は
反
故
紙
と
な
つ
て

　
　
　
繰
肇
勲
建
し
て
の
公
綾
．
縁
参
並
に
轍
僕
の
縫
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
幾
資
勝
霊
し
て
の
公
優
．
鰹
雰
並
に
畿
債
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

了
う
．
た
の
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
．

　
一
不
換
紙
幣
が
濫
登
せ
ら
れ
、
萢
貨
の
償
値
が
激
落
す
る
場
合
に
は
、
斯
く
の
如
ζ
．
公
債
の
實
償

は
蓑
し
く
減
少
す
る
の
み
な
ら
ず
．
凋
蓮
に
於
け
る
が
如
く
、
零
に
も
な
る
こ
ピ
も
あ
る
が
、
胎
程

度
ま
で
激
滅
せ
す
建
も
、
公
債
の
市
橿
が
物
橿
騰
貴
の
爲
め
に
低
落
す
る
の
み
な
ら
す
、
公
債
の

實
債
、
郎
ち
公
債
を
壷
却
し
た
る
と
き
の
代
金
、
潜
し
く
は
公
債
が
慣
却
せ
ら
れ
た
る
際
の
元
金

の
購
餌
貝
力
が
減
少
す
る
の
漢
れ
が
あ
る
。
物
便
ピ
公
債
の
市
側
並
に
賓
便
ピ
の
問
に
於
け
る

角
關
係
を
明
か
に
す
る
爲
め
に
、
公
債
歎
種
の
市
贋
と
物
橿
指
敏
冒
を
左
に
劃
照
す
る
こ
ε
に

る
泥
。
此
目
的
の
錫
め
に
逡
ん
だ
の
は
帝
國
五
分
利
．
特
別
五
分
利
．
甲
號
五
分
利
．
第
一
同
四
分

利
．
並
に
第
二
同
四
分
利
の
五
種
の
國
債
で
あ
つ
て
．
朋
治
四
十
三
年
よ
）
大
正
十
三
年
に
至
る

十
五
ケ
年
間
に
於
け
る
各
種
の
市
償
の
年
李
均
を
取
り
、
五
種
公
債
の
拳
均
市
橿
の
総
李
均
を

栂
出
し
．
更
に
朋
治
四
十
三
年
．
四
十
四
年
、
並
に
大
正
元
年
の
三
ケ
年
に
調
す
る
総
季
均
を
季
均

し
．
此
奉
均
欽
を
以
て
、
十
流
ヶ
年
に
劃
す
る
公
債
市
便
の
季
均
を
除
し
て
、
公
債
市
循
の
指
欽
を

作
義
し
た
タ
左
表
は
此
指
欽
ε
日
本
銀
行
の
編
纂
に
係
る
東
窟
卸
賓
物
便
櫓
敦
ε
を
劃
照
せ

る
も
の
で
あ
る
。
此
物
償
欄
欽
も
公
債
市
便
摺
敷
に
，
封
す
る
と
岡
剛
の
針
算
方
法
に
依
り
て
．



朋、

治
四
十
三
年
、
四
ヤ
四
年
．
並
に
大
正
元
年
の
三
ヶ
年
に
劃
す
る
指
敷
を
季
均
し
嚇
茄
李
均
を
以

℃
十
五
ヶ
年
の
指
欽
を
除
し
、
指
歎
の
．
指
歎
を
作
製
し
て
、
比
較
的
に
劃
照
を
正
確
な
ら
し
む
る

こ
ミ
に
し
陀
。
（
公
．
債
市
側
は
大
臓
省
理
財
局
編
纂
『
金
融
事
項
幽
考
昏
』
に
載
せ
た
る
東
京
相
場

で
あ
つ
て
．
物
頂
指
歎
も
亦
痛
書
に
櫨
る
》
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
）
　
　
（
乙
）
　
（
丙
）
　
（
丁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
）
は
（
乙
）
は

囚明

‡　年
寧治

量圏舞帝

量　名國

鞠券緯
夷　糊

2　五甲
三幽分
莞　剰號

四
十
四
年

響
舞

八七：六五四三二

辱年年年年年年

夫
・
弐
“

鳶
・
璽

き
。
誓
晃

鏡●

O
昌
。

莞
・
お
講

藷
の
畜
説
．

登
長
一
（

塾
ず
5
角
昌

巻
＆
醤

架
鑑
膚
。

盗
轟
雷

窒
晶
（
昌

霞
二
倉

窃
の
鶉
篇

癸
・
窮
幽

義
轟
三

鵜
丞
嚇

凸
・
ぎ
。

究
。
讐
越

爵
・
毫
《

空
・
醤
謡

き
●
噸
量

幽
晶
●
毛
昌

柔
。
墨
菖

震
。
凸
（

益
皇
暮

き
・
（
8

第
一
同

四
分
利

圓
窒
・
。
舞

聖
・
轟
認

農
・
O
窒

（
7
厘
増

完
・
（
畜

虎
毛
窒

（
昌
o
脚
O
昌

凸
・
藍
O

（
一
占
奏

合
轟
醤

袋
賢
鷺
電
し
て
の
＆
燦
、
樵
雰
重
に
藍
欝
の
優
劣

第
二
同

四
分
利

晦
鳶
・
冤
一

き
島
宅

金
●
一
柔

（
7
轟
一

髭
。
巻
渚

覧
・
八
き

《
昌
・
罷
会

（
一
＆
易

八
三
旦

（
。
。
豊
幽

翌鰐竪萎讐嘉合
釜塁竃婁要窪三書莞禽計

墾難㌶墾茎奎圃鶉

同
上
指
藪

一
〇
露
●
西
　
鬼
風
●
七

コ
“
O
八
　
九
勘
6
昌

幽
臨
●
昌
　
一
〇
鑑
二

凸
一
●
バ
　
一
〇
瓢
■
呂

幽
O
●
四
　
一
〇
〇
の
瓢

幽
昌
6
0
　
一
2
●
七

九
誠
●
謡
　
＝
玄
D
O

幽
麗
O
幽
　
羅
凶
の
八

窒
β
就
　
昌
〇
一
一
■
噸

勃
7
講
　
一
爾
へ
●
駕

　
　
蕊

物
慨
（
乙
）
よ
（
甲
）
よ

指
籔
一
り
も
盛
尚
（
り
“
も
高
，

　
し
　
　
し
全
一
　
ー

・
“
轟
　

ー

ー
　
塾
（

ー
　
三
亀

ー
　
㌘
一

ー
　
カ
轟

ー
　
看
毛

ー
　
容
三

ー
騨
兄
6
昌

ー
一
巽
毛



†十十十九
胸鴫■　 駒圏』

○繭の　　　　　 o■■●

■一』　一

年年年年年
搬塁竃窒嚢

書奏爵穂乏
　　　　　蓋

萎葵鑓鉾
　　　　　饗
窒倉含会会逡

鎚盤鰻
　　　　　の㌶豊実老え優
圭垂会美善努

え
長
き

竃
。
菱

糞
λ
里

謹
。
＝
著

茜
じ
§
噸

欝
二
“
凸
憲
　
　
公
ず
舞
繍

賊二

三
ぎ
　
　
全
ユ
罵
鵜

四
〇
（
o
O
犠
　
　
八
7
寒
翼

撃
一
義
勉
腐
　
　
凸
7
瓢
載

8
㌘
翼
〕
　
ん
丁
八
糞

宍
λ

糞
＆
糞
占

袋
λ
食
義

　
六

噛
葦
占

一
一
6
菟

呂
誉
一

昌
兄
長

一
一
暑
晶

ー
　
一
糞
蕊

薩
　
三
讐
昌

ー
三
守
一

塵
　
一
曇
で
（

1
　
三
一
二

　
布
表
に
示
す
が
動
く
、
明
治
四
十
三
年
四
十
四
年
並
に
大
正
元
年
の
三
ヶ
年
間
に
於
け
る
物

撰
の
黍
均
を
欄
O
O
・
O
ε
す
れ
ば
、
大
正
十
三
年
の
物
個
は
二
一
七
凶
に
相
當
す
る
。
即
ち
物

贋
爲
†
四
五
ケ
年
間
に
十
一
割
以
上
騰
貴
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
て
．
朋
治
四
十
三
年
、
四
十
四

年
並
に
大
正
．
元
年
の
三
ケ
年
聞
に
於
け
る
公
債
の
季
均
市
楓
を
一
〇
9
0
ε
す
れ
ぱ
．
大
正
十

三
年
に
於
け
る
公
債
の
李
均
市
、
櫻
は
八
六
・
三
に
低
落
し
て
ゐ
る
。
　
即
ち
十
五
ヶ
年
聞
に
嘲
割

三
分
強
下
落
し
た
。

　
斯
ぐ
の
蜘
｛
転
物
債
が
織
前
に
比
し
著
し
《
騰
貴
せ
る
に
．
公
僚
が
却
つ
て
下
落
せ
る
は
如
何

な
る
原
因
ビ
墓
ぐ
φ
で
あ
冶
か
。
　
日
く
、
物
橿
が
高
ぐ
な
る
ε
き
に
は
．
金
利
も
亦
騰
貴
ず
る
の

傾
、
向
を
有
し
て
ゐ
6
亀
然
る
に
萎
債
の
利
子
は
確
定
的
で
あ
つ
て
、
物
便
が
如
何
程
暴
騰
し
や

参
ε
も
．
叉
定
期
預
金
の
利
争
、
貸
付
利
子
、
手
形
割
引
歩
合
等
の
金
利
が
如
何
程
引
上
げ
ら
れ
や



㌻
晋
も
。
公
債
の
利
子
は
少
し
も
引
上
げ
ら
れ
無
い
。
從
つ
て
公
債
の
市
撰
が
安
《
無
け
れ
ぱ
．

翼
芋
の
無
い
こ
ε
が
あ
る
。
例
へ
ぱ
、
大
銀
行
に
於
腰
る
定
期
預
金
の
利
子
が
五
分
で
あ
る
な

勇
ぱ
、
五
秀
利
健
の
額
面
管
圓
の
公
債
は
百
圓
に
嚢
鮎
る
で
あ
ら
う
。
何
故
ε
な
れ
ぱ
、
裳
蚕
債

よ
レ
生
ウ
る
金
盃
隆
の
履
λ
ぱ
、
公
債
買
入
優
格
た
る
金
百
圓
の
董
分
に
相
當
し
．
銀
行
に
金
百

瞬
を
定
期
蕊
金
ε
し
て
瞬
け
た
る
場
合
に
受
取
る
縄
子
ε
団
一
の
利
麺
り
に
な
る
か
ら
で
あ

る
，
然
る
に
．
椴
り
に
物
・
償
が
騰
費
し
、
景
氣
が
好
く
な
う
て
、
企
業
が
盛
ん
ε
な
り
、
資
金
の
需
．
用

が
膨
脹
し
た
結
果
ε
し
て
、
金
利
が
一
般
に
射
上
げ
ら
れ
、
大
銀
行
に
於
け
る
定
期
預
金
の
利
子

も
亦
六
分
に
菰
つ
陀
ピ
し
だ
ね
ら
ぱ
、
五
分
利
付
の
公
債
は
百
圓
に
て
は
震
れ
な
い
ξ
ε
に
菰

な
．
・
何
歯
置
な
れ
ぱ
、
鱈
公
債
の
耽
入
は
依
然
ピ
し
て
金
五
圓
で
あ
つ
て
、
利
確
修
も
亦
奮
の
動

く
年
玉
夢
に
愚
ぎ
な
い
が
、
其
公
債
を
購
入
す
る
代
り
に
傘
百
圓
を
銀
行
に
定
期
預
金
ε
し
て

預
く
鹸
ぱ
、
年
六
分
．
既
ち
金
六
圓
を
牧
む
る
こ
ピ
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
．
其
の
際
五

発
剰
健
の
公
債
は
侭
圓
に
下
落
す
る
で
あ
ら
う
か
ピ
云
ふ
に
、
入
十
三
瞬
位
雲
で
低
落
す
る
か

も
知
軸
な
い
．
厨
鹸
ε
な
輪
ば
、
八
十
三
圓
に
て
買
へ
ば
．
利
組
）
は
年
憐
轟
醗
に
相
嘗
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　
　
　
撫
繋
膨
電
し
て
戯
邑
優
．
糠
秦
豊
に
既
傭
の
霞
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒



　
　
　
　
幾
繕
ハ
駒
ミ
し
て
の
酸
慨
、
糠
雰
豊
に
既
磯
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
然
し
是
れ
は
公
債
市
贋
決
定
の
根
本
原
刷
で
あ
つ
て
、
定
期
預
金
の
利
子
が
年
六
分
で
あ
る

場
合
に
は
、
五
分
利
付
の
額
面
百
餓
の
公
債
は
常
に
八
十
三
圏
内
外
で
擬
買
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
墨
云
ふ
の
で
は
無
い
。
何
故
か
ピ
去
ふ
に
．
此
原
則
の
適
用
を
破
る
原
図
が
催
に
存
し
て
ゐ

る
か
ら
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
．
公
債
の
償
却
期
が
近
付
け
ぱ
、
普
通
の
方
法
に
俵
つ
て
計
算
し

た
る
利
廻
り
の
如
何
に
拘
ら
す
、
公
債
の
市
償
が
騰
貴
す
る
鳩
倭
債
は
、
其
の
登
行
橿
格
が
如
何

程
低
く
ピ
も
、
又
其
の
市
贋
が
如
何
程
安
く
ご
も
．
償
還
せ
ら
れ
る
ε
き
に
は
、
額
面
金
額
が
支
擁

は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
利
廻
り
の
斑
さ
の
み
か
ら
観
れ
ぱ
、
入
†
二
三
圓
に
て
曹
葺
員
さ
る
可
き

公
債
も
．
償
還
が
数
ヶ
月
の
先
き
に
近
付
い
て
ゐ
る
ε
す
れ
ぱ
、
膏
團
内
外
に
て
取
引
さ
れ
る
ζ

と
に
な
る
。
齢
償
却
期
が
十
敷
年
後
め
先
き
で
あ
れ
ぱ
、
婁
影
饗
は
勿
諭
現
は
れ
な
い
。
然
し

償
却
期
日
が
接
近
す
る
に
．
從
つ
て
、
漸
次
市
贋
が
額
面
金
額
に
近
く
な
る
。

　
次
に
公
債
市
償
決
定
の
原
則
の
働
き
を
妨
害
す
る
も
の
は
利
擁
期
日
の
接
近
で
あ
る
。
假

り
に
五
分
利
付
公
債
の
利
子
が
年
二
同
、
例
へ
ぱ
六
月
一
日
實
十
二
月
一
日
曹
、
に
支
沸
は
れ
る

ε
す
れ
ぱ
．
五
月
三
十
一
日
の
相
場
は
六
月
二
日
の
相
場
よ
う
も
二
圓
五
十
銭
高
い
の
を
普
蓮

と
す
る
か
ら
．
六
月
二
日
珈
ち
利
子
支
擁
の
翌
日
に
於
け
る
相
場
が
、
利
廻
勢
の
關
係
よ
勤
云
へ



げ、

八
十
三
圓
位
が
相
嘗
で
あ
る
ε
す
れ
ぱ
．
利
彿
の
前
日
．
即
ち
五
月
三
十
一
日
の
相
場
は
八
十

五
図
五
十
鑓
見
當
で
あ
ら
う
。
而
し
で
六
月
輔
日
に
利
子
が
支
那
は
る
れ
ぱ
．
公
債
の
市
債
は

八
十
三
圓
に
低
落
し
、
其
の
後
は
十
輔
月
三
十
日
ま
で
、
毎
日
一
日
分
の
利
子
交
け
高
く
な
う
て
、

十
一
月
三
十
日
に
は
．
他
に
何
等
特
に
公
債
の
市
債
を
愛
動
せ
し
む
可
き
康
露
が
な
け
れ
ば
．
再

び
八
十
五
圓
五
十
銭
位
に
な
る
ε
思
は
れ
る
。

　
尤
も
公
債
が
裸
相
場
、
耶
ち
前
の
利
彿
期
日
よ
り
公
債
が
取
引
さ
れ
る
日
ま
で
の
利
子
を
ぱ
、

別
に
計
算
し
て
授
受
す
る
こ
と
、
な
し
、
免
利
子
を
全
く
計
算
外
に
置
き
て
取
引
の
標
準
ε
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

て
定
む
る
相
場
に
て
費
翼
せ
ら
る
、
場
合
に
は
、
利
沸
期
日
の
接
近
が
公
債
の
市
贋
に
何
等
の

影
響
を
及
ぽ
さ
讐
る
は
勿
論
で
あ
る
。

　
更
に
ヌ
、
上
叙
の
原
則
を
破
る
も
の
ε
し
て
は
．
公
債
に
劃
す
る
特
種
の
需
堰
φ
膨
脹
を
暴
げ

得
δ
。
公
債
が
投
費
，
の
目
的
と
し
て
の
み
に
需
用
さ
れ
る
ミ
す
れ
ぱ
、
其
の
市
榎
は
、
上
遽
の
如

《
決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
が
、
公
債
鳳
凶
の
目
的
以
外
に
、
財
産
の
確
實
な
る
爵
譲
手
段
ε

し
て
か
．
着
し
く
は
政
府
に
緬
む
る
保
瞳
金
の
代
用
ε
し
て
需
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
公
債
は

絶
饗
に
鍵
全
で
あ
る
ε
一
般
に
思
惟
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
財
産
を
ぱ
有
蟹
謹
券
に
℃
傑
存
せ
ん

　
　
　
　
投
蜜
秘
虐
し
て
の
公
債
、
糠
雰
蟄
に
畦
傭
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飽



　
　
　
投
驚
膨
ぜ
し
で
の
公
債
．
榛
勢
塗
に
監
の
儀
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

凄
犠
す
み
潅
の
中
に
は
．
公
傭
置
書
を
逡
ぷ
入
癬
欝
く
な
い
．
饗
つ
℃
跳
種
の
需
用
が
激
鱈
し

た
場
食
・
に
は
、
利
廻
り
の
關
帳
の
如
弼
に
拘
ら
ず
、
公
債
が
比
鞍
簡
高
く
塗
る
こ
ε
が
あ
る
。
前

表
に
示
す
が
如
《
．
明
治
凶
十
四
隼
に
九
九
・
二
で
あ
つ
た
物
償
が
．
大
疋
元
年
に
榊
〇
五
・
一
に
騰

貴
し
た
と
き
に
．
帝
瞬
五
分
利
公
債
は
九
十
入
圓
二
十
入
鏡
輔
厘
よ
む
九
十
二
鯉
丸
銭
三
厘
に

暴
落
し
π
が
露
の
後
．
物
償
が
大
正
四
年
の
一
〇
マ
七
よ
）
大
正
戴
年
の
一
二
三
6
に
暴
騰
し

た
ピ
き
に
、
盧
岡
公
債
は
訳
ハ
ヤ
九
㎜
剛
レ
匁
十
銭
一
二
厘
よ
・
9
九
十
欄
二
圓
山
ハ
†
悶
鏡
山
ハ
厘
に
却
，
つ
て
騰
貴

し
セ
。
是
れ
職
孚
景
無
の
爲
め
．
公
債
に
封
す
る
特
種
の
需
飛
が
激
鱈
し
た
結
果
に
外
な
ら
な

い
◎　
窺
《
の
如
《
．
例
外
は
あ
る
も
．
物
僕
の
騰
貴
す
る
ε
き
に
は
、
公
債
の
市
贋
は
原
則
ε
し
で
低

落
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
公
債
は
元
利
金
の
支
彿
に
於
て
は
有
欄
謎
券
中

に
て
激
も
確
寳
で
あ
ら
う
が
，
財
産
傑
霧
の
手
段
ε
し
て
は
、
必
す
し
も
妥
全
で
な
い
。
例
へ
ぱ
、

帝
殴
五
分
利
公
債
の
市
儂
の
年
季
均
は
明
治
四
十
三
年
に
は
欝
團
五
十
二
銭
七
厘
で
あ
つ
た
。

然
る
に
大
正
ヤ
三
年
に
於
け
る
年
李
均
は
入
十
四
圓
匠
十
二
鏡
に
低
落
し
て
ゐ
る
．
郎
ち
岡

奪
債
の
所
有
着
は
、
十
蕊
年
間
に
百
圓
に
付
十
六
圓
宛
の
綴
失
を
康
つ
セ
こ
ε
に
な
つ
て
ゐ
る
。



　
否
塗
夷
b
ゆ
み
で
無
橋
曝
漉
四
＋
三
年
に
於
け
る
物
償
擶
鋏
は
九
五
毛
で
あ
つ
た
が
、
大

疋
土
軟
季
に
纏
，
一
二
挙
四
に
激
騰
し
て
ゐ
る
。
郎
ち
物
償
は
＋
五
年
騰
に
二
倍
以
上
に
騰
貴

し
℃
み
る
。
僅
つ
て
假
り
に
、
帝
國
五
分
利
公
債
が
大
正
十
三
年
に
於
て
明
治
四
十
三
年
の
相

場
漣
百
圓
五
十
・
二
鏡
七
厘
｝
を
維
持
し
て
ゐ
セ
ε
す
る
も
．
其
百
圓
を
以
て
．
明
治
幽
十
三
年
に
五
十

瞬
ニ
ヤ
六
鏡
四
厘
髭
℃
購
入
す
る
こ
ε
を
得
た
貨
物
の
一
分
最
に
相
盤
す
る
も
の
を
買
入
れ

得
る
に
逡
ぎ
無
い
。
熱
る
に
、
帝
國
五
分
利
公
債
は
、
實
際
に
於
℃
十
六
圓
低
．
落
し
℃
ゐ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
同
公
償
斯
有
者
の
損
失
は
盆
ぐ
甚
だ
し
い
．
業
損
失
は
幾
何
に
上
つ
て
ゐ
る
で
あ

ら
う
か
ぽ
齢
の
痕
失
の
程
度
は
左
の
公
式
を
用
ひ
て
知
る
こ
ε
が
出
楽
る
。

　
　
溜
雷
宙
書
霊
－
（
濱
孟
書
奇
牢
ル
鼠
声
書
悪
痢
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駆
苺
圃
呼
擁
醤
e
爵
癩

　
酌
公
式
に
夫
れ
く
適
當
の
敷
字
を
當
恢
む
れ
ば
．
左
の
如
ぐ
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
o
ミ
レ

　
　
さ
9
㎝
繋
園
1
（
o
。
↑
鵠
o
囲
十
　
茸
刈
↓
“
器
麺
鍵
厩

　
大
正
十
三
年
に
帝
國
五
分
利
公
債
を
入
十
四
圏
五
十
二
僕
に
喪
う
て
は
．
央
れ
を
以
て
、
購
翼

し
驚
ふ
賃
物
は
胆
治
四
十
三
年
に
於
て
三
ヤ
七
園
二
十
三
銭
三
歴
に
て
購
入
事
る
こ
零
の
斑

　
　
　
　
餐
警
し
舌
食
。
馨
、
喪
監
の
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二



　
　
　
　
綾
資
轍
ミ
し
て
の
公
債
、
糠
雰
豊
に
甑
僕
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

楽
た
貨
駒
の
一
分
燈
に
等
し
い
か
ら
、
岡
蚕
債
の
厨
有
者
は
。
六
十
蕊
圓
二
十
九
饒
躍
厘
の
糧
失

を
蒙
つ
た
こ
ε
に
な
つ
て
ゐ
る
。
藩
し
或
る
人
が
財
産
の
全
部
を
帝
國
戴
分
縄
磨
債
に
投
じ

て
ゐ
た
と
す
れ
ぱ
、
其
人
は
十
五
年
間
に
財
産
の
約
六
翻
を
失
つ
た
こ
ε
に
な
る
。

　
以
上
帝
國
五
分
利
公
債
に
就
き
て
蓮
ぺ
た
所
は
．
飽
の
公
債
並
に
五
種
公
債
の
季
均
市
償
に

も
勿
論
適
用
が
幽
奈
る
。
唯
異
な
れ
る
は
損
失
の
程
度
が
相
蓮
し
て
ゐ
る
識
に
外
な
ら
な
い
。

　
之
を
要
す
る
に
、
公
債
が
確
實
で
あ
る
Ψ
二
誘
ふ
の
は
、
公
債
の
登
行
春
が
政
府
で
あ
る
故
に
、
元

利
金
の
支
彿
が
確
實
で
あ
る
ビ
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
公
債
は
上
遍
の
如
く
．
物
債
の
騰
貴
す
る

際
に
は
．
低
落
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
．
塊
顯
よ
）
親
れ
ぱ
．
公
債
は
決
し
て
安

全
な
る
放
資
の
目
的
物
と
看
傲
す
こ
ε
が
出
凍
無
い
。
加
之
．
元
利
金
と
し
て
支
彿
は
る
、
羅

貨
．
の
購
買
力
嘆
物
贋
の
騰
貴
に
反
比
例
し
て
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
か
5
ら
、
財
産
保
存
の
手
段

遺
し
て
の
公
債
の
所
有
ば
二
重
の
危
険
に
曝
ら
さ
れ
て
ゐ
る
鐸
で
あ
る
。
公
債
を
確
實
な
る

投
資
物
ピ
看
傲
す
は
一
種
の
迷
信
に
過
ぎ
な
い
。

　
以
上
、
説
明
せ
る
は
物
償
が
騰
貴
せ
る
際
に
．
公
債
所
有
着
の
受
く
る
損
失
で
あ
つ
て
．
物
便
が

之
艦
反
し
て
、
低
落
せ
る
場
合
に
は
、
疋
反
封
の
現
象
を
呈
す
る
の
傾
向
が
あ
る
。
蜘
ち
物
偲
が



低
落
せ
る
結
果
ミ
し
て
．
金
利
も
亦
引
下
げ
ら
れ
る
ε
す
れ
ぱ
、
公
債
の
市
債
は
原
鰯
と
し
て
騰

貴
す
る
。
勿
倫
是
れ
に
は
例
外
が
あ
る
。
物
橿
が
低
落
し
て
不
景
氣
霊
な
う
た
る
際
に
．
公
債

に
投
費
す
る
の
像
裕
を
有
す
る
人
が
少
・
な
き
が
爲
め
に
．
公
債
に
劃
す
る
需
用
が
滅
遇
し
．
其
の

結
果
ε
し
て
公
債
の
市
側
が
却
つ
で
低
落
す
る
こ
と
も
あ
ら
う
。

　
又
、
物
橿
の
低
落
せ
る
と
き
に
．
金
利
は
常
に
必
す
し
も
引
下
げ
ら
れ
な
い
。
そ
は
何
故
で
あ

る
か
ピ
云
ふ
に
、
物
償
が
下
落
す
れ
ぱ
、
景
氣
が
悪
ぐ
な
り
．
資
金
に
劉
す
る
需
用
は
自
ら
減
遇
す

る
か
ら
、
此
鮎
よ
り
窺
れ
ぱ
．
金
利
は
－
低
落
す
可
き
筈
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
が
、
不
景
氣
の
際
に
は
、

銀
行
が
警
戒
し
て
、
貸
出
を
緊
縮
す
る
結
果
と
し
て
．
金
利
が
引
下
げ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

金
利
に
は
資
金
其
物
の
使
用
料
．
貸
出
の
危
瞼
に
劃
す
る
割
壇
金
、
並
に
貸
付
の
費
用
等
を
含
ん

で
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
て
．
靴
の
中
資
金
の
使
用
料
は
。
資
金
に
射
す
る
需
用
の
減
逞
に
伸
ひ
て
、
低

下
す
る
の
を
常
ε
し
て
ゐ
る
が
、
貸
出
に
俘
ふ
危
険
よ
う
生
す
る
損
失
を
補
婁
す
る
爲
め
に
、
貸

付
者
の
要
求
叉
は
徴
牧
す
る
割
屠
金
は
．
不
景
氣
の
際
に
は
、
却
つ
て
潜
蜘
す
る
の
傾
向
が
あ
る
。

　
斯
ぐ
の
如
く
、
物
償
の
下
落
す
る
蓬
き
に
は
、
原
期
ピ
し
て
、
公
債
の
市
榎
は
幾
分
騰
貴
す
る
の

傾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
．
種
寿
の
事
幣
ピ
妨
げ
ら
れ
て
此
源
則
の
働
き
が
窮
瞭
に
な
ら

　
　
　
幾
衰
駒
ε
し
て
の
公
蟹
、
橡
塩
灘
に
畿
債
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
蕊



　
　
　
難
翼
警
t
て
の
公
優
．
藤
券
叢
に
監
傷
籠
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函

覇
、
こ
ε
が
あ
る
。
而
か
も
假
も
に
公
債
の
電
撰
が
鷹
貴
せ
す
ε
も
．
物
撰
が
低
落
す
れ
ぱ
、
養
綾

の
所
有
着
は
不
豫
期
の
利
響
を
牧
む
る
こ
と
に
な
る
。
例
へ
ぱ
、
物
偵
が
或
る
翔
間
内
に
以
前

の
五
割
に
低
落
す
れ
ぽ
．
公
債
の
實
偵
は
二
倍
に
堆
撫
す
る
。
即
ち
冗
利
金
を
以
て
從
前
の
ご

絡
に
相
當
す
る
貨
物
を
購
入
す
る
こ
と
が
出
薦
る
、

　
　
　
　
　
　
　
第
騒
筋
　
銀
行
の
株
券

　
次
に
株
券
の
市
債
ε
物
贋
S
の
關
係
を
闘
か
に
し
て
、
投
費
の
闘
的
物
ε
し
て
の
公
債
ε
株

券
ε
の
優
劣
を
比
較
し
梵
い
の
で
あ
る
が
、
銀
行
ε
汽
器
會
融
叉
は
工
桑
會
醗
等
ε
臓
事
業
の

盤
質
を
異
に
し
て
ゐ
る
か
ら
、
銀
行
の
株
券
ε
會
批
の
株
券
ε
は
同
様
に
取
扱
ふ
こ
ε
を
許
さ

な
い
。
例
へ
ぱ
工
業
奮
肚
に
在
う
て
は
、
物
償
が
騰
貴
す
れ
ぱ
、
利
潤
が
増
加
し
、
配
當
の
拳
が
自

ら
引
上
げ
ら
れ
る
結
果
ε
し
て
．
株
券
の
市
橿
は
物
橿
が
昂
騰
し
、
臨
盤
が
増
加
す
る
に
從
ひ
て
、

勝
貴
す
る
の
復
向
を
有
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
て
銀
行
は
貨
物
の
熊
産
叉
は
取
引
を
行
は
な

い
の
で
あ
る
か
ち
．
物
橿
が
騰
貴
し
た
直
接
の
影
響
ε
し
て
、
報
行
桀
の
利
盆
は
鱈
蜘
し
な
い
。

虎
も
物
便
騰
貴
に
俘
ふ
好
激
氣
時
代
に
は
、
貸
出
並
に
割
引
が
膨
脹
す
る
か
ら
．
此
方
面
よ
う
し

て
利
欄
が
増
加
す
る
。
ヌ
．
物
贋
が
騰
貴
し
℃
ゐ
る
際
に
は
、
銀
行
の
鱗
業
仁
用
ふ
る
建
築
物
艶



に
裳
の
敷
地
の
榎
格
も
騰
貴
し
て
ゐ
る
か
ら
．
銀
行
の
財
産
が
壌
加
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
爾

ほ
叉
．
銀
行
の
所
有
せ
る
工
業
會
鮭
等
の
株
券
の
市
慣
も
騰
貴
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
．
此
殿

よ
）
続
て
も
財
産
が
殖
へ
て
ゐ
る
ε
看
傲
せ
な
い
で
も
無
い
。
從
つ
て
銀
行
の
株
券
の
市
便

も
、
物
頂
が
騰
貴
せ
る
際
に
は
、
昇
騰
す
可
き
筈
で
め
る
ピ
思
ふ
入
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
銀
行

の
株
雰
の
市
償
は
物
個
騰
貴
め
影
」
蓼
を
蒙
）
て
昂
騰
す
る
こ
と
が
勘
な
い
。
そ
は
何
故
で
あ

る
か
と
云
ふ
に
．
先
づ
第
一
に
、
銀
行
は
自
行
に
劃
す
る
信
用
を
維
持
す
る
必
要
上
．
健
實
な
ゐ
馨

桑
方
針
を
探
ら
ね
ぱ
な
ら
職
か
ら
。
縫
令
利
潤
が
少
し
く
増
釦
し
祀
れ
ぱ
ξ
て
、
直
ち
に
竃
醤
率

を
引
上
ぐ
る
が
如
き
こ
と
を
し
な
い
。
　
次
に
馨
業
用
の
建
藥
物
並
に
典
の
敷
地
の
橿
格
が
物

擬
騰
貴
に
準
七
て
騰
貴
し
ね
ε
て
、
費
却
す
る
こ
と
の
出
，
楽
な
い
も
の
で
あ
る
。
猛
つ
て
、
銀
行

は
叢
等
の
物
の
帳
簿
上
の
詐
榎
を
鍵
夏
し
な
い
か
ら
、
資
産
が
夫
れ
の
爲
め
膨
賑
し
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
更
に
ヌ
銀
行
が
所
有
せ
る
有
便
鐙
券
中
に
て
、
工
粟
會
祉
等
の
株
舞
は
騰
貴
し

℃
ゐ
て
も
．
公
債
の
市
撰
が
低
落
し
て
ゐ
る
か
ら
．
前
者
は
後
着
の
爲
め
に
．
相
殺
さ
れ
℃
ゐ
る
か

も
知
れ
な
い
。
鎚
等
の
串
熔
の
爲
め
．
物
橿
が
鵬
貴
し
つ
、
あ
る
際
に
．
銀
行
の
株
雰
は
著
し
く

騰
貴
し
な
い
を
常
ε
す
る
。

　
　
　
捜
纈
轟
駒
ミ
し
て
の
公
僕
．
橡
雰
豊
艦
藍
勧
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
筏
賢
物
建
し
て
の
公
穫
．
腺
券
臨
に
転
債
の
蓬
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
以
上
遠
ぺ
た
る
事
柄
が
蜜
際
ε
符
合
す
る
か
否
や
を
観
る
爲
め
に
．
明
浩
臨
十
三
年
よ
う
大

正
十
三
年
ま
で
の
十
五
ヶ
年
間
に
於
け
る
一
流
の
五
銀
行
の
株
雰
の
市
橿
ε
物
債
ε
を
劃
照

せ
し
む
る
こ
と
に
定
め
柁
。
五
銀
行
と
は
日
本
銀
行
、
正
金
銀
行
，
勧
業
銀
行
、
第
一
観
行
並
に
第

百
銀
行
の
五
行
で
あ
っ
て
、
餐
年
に
於
け
る
各
種
株
券
の
現
物
取
酬
の
李
均
市
贋
を
取
う
．
更
に

各
年
に
劃
す
る
五
種
株
雰
の
李
均
市
榎
の
絡
李
均
を
計
出
し
、
然
る
後
朝
治
四
十
三
年
．
四
十
四

年
並
に
大
正
元
年
の
三
ヶ
年
に
封
す
る
総
李
均
を
挙
均
し
、
曲
李
均
敷
を
以
て
、
各
年
に
封
す
る

総
苓
均
を
除
し
て
、
総
季
均
の
摺
数
を
作
り
、
此
詣
歎
と
前
節
に
用
ひ
だ
物
儂
指
敷
ε
を
封
懸
せ

し
め
セ
る
に
、
左
表
の
如
き
結
果
を
得
陀
。
（
墓
本
歎
は
総
て
弐
藏
雀
編
纂
唱
金
融
事
項
滲
考
書
』
に

擦
る
》
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軍
）
　
　
（
乙
）
．
（
画
）
　
（
丁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
一
は
（
乙
）
は

年

四
十
糞
年

四
十
四
年

響
舞

コ巴』藍講

莚勤器

茜轟合銀颪蕊織人醐行
叢金え株金

働
撫
鱗
露

舜
鯛
夷
軸
茎

圃
四
（
●
蓋
〇
　
一
〇
四
〇
凶
二
三

疑
一
善
宛
　
コ
7
誉
四

第
百
　
合
蹴

銀
行
椋
圓
　
　
　
　
圓

回
9
7
番
西
　
「
八
二
（
9
内
轟
四

蕊
盛
で
宍
艶
　
「
七
甥
（
o
八
人
幽

轟
（
．
岩
ル
一
、
誠
竜
。
（
毒

　
　
　
　
岡
上

準
均
　
指
数

胤
護
劉
瓢
亀
（
囎
　
　
6
識
9
淋

帽
瓢
識
●
幽
噸
弔
　
　
δ
二
〇
二

讐
西
■
瓢
覗
伽
　
　
些
一
〇
二

鑛
電
慧
艶
融

　
　
し
　
　
　
し

苑
瓢
●
唱
　
　
ぬ
●
九
　
　
垂

九
西
●
二
　
　
菖
・
O
　
　
　
慶

一
〇
践
9
一
　
　
亀
　
　
三
鬼
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（
・
。
轟

昌
三
－
認
桝
畠

昌
呂
八
●
＝
唱

昌
讐
7
瓢
蝋
幽

昌
訳
楢
轟
叢

蓉
噸
謹
（

一
糞
二
糞

一
会
。
轟
都

一
議
轟
讐
榊

一
夫
・
8
幽

ロ
糞
轟
糞

轟磨琶

八

置
一
・
発
一

薄
曼
●
誉
昌

嵩
究
・
量
（

冨
盗
義
尭

鳳
豊
●
湘
禺
二

豪
九
・
一
8

竪
茜
晶
七
回

一
突
毛
（
O

唱
7
昌
莞

塔
二
会

菖
毛
巽

δ
O
＆
蚤

髭
・
霊
O

八
聖
蜀
（

爵
・
砦
誠

究
ム
豊

＝
読
ま
職
（

一
交
呉
冤

一
呈
。
蓋
内

弐
・
琵
一

6
。
義
窒

一
〇
〇
。
老
O

噂
脚
ま
（
二

議
露
●
（
お
　
一
暫
菖
濫
四
●
幽
覗
昌

茜
四
皇
四
蹄
　
一
、
一
糞
昌
轟
晃

茜
凶
・
誠
七
四
　
一
、
一
茜
（
●
七
署

蓋
㌘
瓢
調
O
　
一
．
峯
幽
●
唱
（
O

蓋
恐
七
話
菖
　
一
、
｛
O
ぞ
〇
七
幽

言
砦
全
〇
　
一
、
駅
記
八
6
一
誉

毛
㌘
賢
署
（
昌
、
O
警
マ
（
訳
毘

茜
昌
●
力
呂
昌
　
一
．
六
認
講
o
鳳
凶
脚

一
昌
幽
●
冗
毘
　
醐
、
餌
三
轟
諜
七

竃
一
●
毫
二
「
昌
霊
●
躍
ル

一
…
藍
塗
　
一
b
晃
唱
蓋
轟

幽七●

些
露
　
げ
』
O
闘
二
露

一
弼
内
●
幽
ル
剛

競
二
函
（
姻

一
寵
幽
●
噸
四
鵡

葛
ぞ
髄
幽

婁
呂
o
幽
最

昌
曇
，
幽
鼻
一

四
憂
・
誠
軸
晶

量
一
藷
究

昌
へ
昌
毛
暑

一
繭
ぞ
〇
一
二

一
営
湘
Φ
誠
儲
噛

晶
…
●
韓
翼

腹
二
豊
λ

畿
6

八
噸
去

盈
轟
碧
毛

＝
㌘
覗

盗
義

八
一
夫

ぎ
二

盗
・
醐

窒
轟

ε
蹴
毫

δ
り
豊

δ
噌
亀

一
量
＆

一
轟
・
（

一
5
昌
毛

茜
八
皇

一
一
豊
凸

一
き
轟

一
一
実
。
一

昌
究
表

二
暑
西

I　l　I　己　喜　l　I　l　l　，　1　“

一
一
（
・
昌

老
晶

嚢
壱

畿
・
鰯

窒
直

一
〇
㌢
〇

三
（
轟

一
老
西

踊
髭
圭

一
舞
・
O

謁
O
義

一
鷺
蓋

　
右
表
に
示
す
が
如
ぐ
．
明
治
四
十
三
年
．
四
十
四
年
並
に
大
正
元
年
の
株
券
市
橿
を
一
〇
〇
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
れ
ぱ
、
大
正
十
三
年
の
市
贋
は
六
三
九
に
低
落
し
て
ゐ
る
。
其
の
問
に
物
橿
は
、
圃
じ
く
右
の

三
ヶ
年
の
季
均
を
肖
O
O
と
す
れ
ぱ
．
二
一
七
・
四
に
騰
貴
し
て
ゐ
た
、
則
ち
物
贋
が
十
幽
罰
以

上
騰
黄
せ
る
に
、
株
券
の
市
債
は
三
割
六
分
方
低
落
し
て
ゐ
ざ
の
で
あ
る
。
．
擁
低
落
の
翻
倉
は

養
債
の
」
低
華
落
よ
）
も
高
い
。

　
　
　
幾
資
物
ミ
し
て
の
公
僕
，
樵
奏
並
に
漉
慌
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
齢
転



　
　
　
擾
鷲
撃
し
あ
公
債
，
糠
舞
並
に
髄
霧
優
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓦

　
鰭
ら
ぱ
．
録
行
株
は
投
壷
の
目
的
物
ε
し
て
常
に
公
憤
よ
う
も
劣
っ
て
ゐ
樹
か
ε
云
ふ
に
、
必

虜
し
も
そ
う
で
な
い
。
物
撰
が
急
激
に
騰
貴
し
、
繧
濟
界
が
好
景
氣
を
呈
し
つ
』
あ
る
際
に
は
、

鉦
行
糠
は
工
業
携
程
で
は
勿
論
な
い
が
、
公
債
よ
う
も
著
し
《
騰
貴
す
る
。
例
へ
ぱ
、
右
表
に
示

す
が
麺
ぐ
．
物
便
が
大
正
践
年
の
制
二
三
・
O
よ
）
、
大
疋
六
年
の
醐
五
瞑
．
八
、
大
正
七
年
の
二
〇
二
．

七
．
並
に
大
正
入
年
の
二
四
八
・
三
に
激
騰
す
る
に
連
れ
て
、
銀
行
株
の
市
撰
は
大
疋
五
年
の
騨
く
七
・

六
よ
）
大
正
六
年
の
九
二
主
．
大
正
七
年
の
九
五
・
七
、
並
に
大
正
入
年
の
一
一
九
・
七
に
漸
騰
し
て

ゐ
る
。
然
る
に
．
公
債
は
職
璽
景
氣
中
に
一
度
も
九
六
に
上
つ
た
こ
竃
が
な
い
ぜ

　
惟
ふ
鵜
公
債
に
封
す
る
信
用
は
銀
行
株
に
劃
す
る
よ
ウ
も
高
い
か
ら
、
有
贋
謹
券
が
或
る
翻

因
．
例
へ
ぱ
不
景
戴
の
爲
め
に
低
落
す
る
際
に
は
、
公
債
は
銀
行
株
ほ
ご
に
は
下
落
し
な
い
の
で

あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
久
一
方
に
於
て
は
、
有
贋
鐙
券
に
封
す
る
露
用
が
膨
脹
し
た
る
際
に
は
、
銀

行
株
は
公
債
よ
）
も
多
6
騰
貴
す
る
、
是
れ
は
何
故
で
あ
る
か
ε
云
ふ
に
、
景
氣
の
好
き
と
き

に
は
．
銀
行
も
繁
昌
す
る
か
ら
、
利
猛
が
工
業
會
励
ほ
ご
で
な
く
ε
も
多
少
培
加
す
る
か
ら
で
あ

る
。
上
越
の
如
く
、
銀
行
は
利
盆
が
少
し
く
壇
し
た
か
ら
ε
て
必
す
し
も
直
ち
に
配
當
を
増
牽

し
な
い
が
．
銀
行
が
斯
く
の
如
き
際
に
は
増
配
す
る
で
あ
ら
う
ε
想
像
し
、
銀
行
株
に
放
養
せ
ん



ε
欲
ず
、
る
者
の
あ
る
可
き
は
無
論
で
あ
る
。
叉
．
妃
景
氣
の
時
代
に
は
、
預
金
並
に
貸
出
が
膨
脹

す
る
。
而
か
も
預
金
並
に
貸
出
が
増
加
す
れ
ぱ
、
銀
行
は
其
の
基
礎
を
強
固
に
し
て
、
世
問
の
信

用
を
維
持
し
若
し
く
は
之
を
高
め
る
爲
め
に
、
往
か
増
資
を
行
ふ
の
習
慣
が
あ
る
。
實
際
に
塀

費
塵
行
は
す
と
も
．
堵
資
が
糠
間
よ
り
期
待
せ
ら
れ
る
。
此
等
の
事
儲
は
銀
行
株
に
甥
す
「
る
需

懸
川
を
一
膨
膿
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

　
之
を
婆
す
る
に
。
銀
行
株
は
或
る
鐵
に
於
。
て
は
投
費
の
目
的
物
ざ
し
て
蚕
債
に
優
ら
．
或
る
顯

に
於
で
は
劣
つ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
薦
者
の
間
に
径
庭
が
無
い
ε
云
へ
る
。
少
く
ε
も
公
債
ε

実
銀
程
の
株
券
ピ
の
間
に
於
て
然
乾
で
あ
る
。
　
大
銀
行
に
封
す
る
澄
人
の
信
認
は
勿
論
政
府

に
封
す
る
園
民
の
信
用
程
に
は
な
い
が
．
民
閥
事
業
中
に
て
は
、
大
銀
行
は
最
も
信
用
さ
れ
て
ゐ

る
ピ
思
へ
る
か
ら
冷
髭
鮎
に
於
て
大
銀
行
の
株
雰
は
公
債
に
除
程
接
鐘
し
て
ゐ
る
ε
云
ひ
得
る
。

叉
、
銀
行
株
は
勿
論
公
債
の
如
く
一
定
の
利
子
を
附
し
た
る
も
の
で
な
く
し
て
、
其
の
配
當
の
高

優
は
、
鎌
行
の
・
利
盆
の
多
少
に
依
り
て
定
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
鮎
に
於
て
は
、
銀
行
株
は
一
見

公
債
ε
・
大
に
一
性
磐
ハ
を
異
に
せ
る
が
如
ぐ
で
あ
る
が
、
銀
行
は
配
醤
・
翠
を
一
翻
ε
か
一
割
二
分
置

か
に
釘
付
け
に
な
し
．
多
年
の
問
同
一
の
歩
倉
を
維
持
す
る
の
習
慣
が
め
つ
て
、
容
易
に
之
を
鍵

　
　
　
．
授
費
管
t
て
の
公
債
，
操
券
豊
に
盤
器
欝
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究



　
　
　
　
挑
資
顧
ミ
し
て
の
公
管
．
株
券
叢
κ
蔽
燈
の
優
錫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

更
し
な
い
。
從
づ
て
齢
貼
に
於
て
も
郵
、
銀
行
株
は
公
債
に
類
似
し
て
ゐ
る
。
蹄
等
の
事
情
よ

り
考
察
す
れ
ぱ
、
役
資
の
目
的
物
ε
し
て
は
．
公
債
ε
銀
行
株
冒
の
間
に
優
劣
の
差
の
少
き
は
毫

も
怪
む
に
足
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
箪
四
飾
　
會
肚
の
株
券

　
次
に
銀
行
ε
は
異
な
り
、
纒
濟
界
の
景
氣
の
如
何
に
依
蚕
て
、
牧
盆
の
著
し
ぐ
増
滅
す
る
こ
ε

あ
る
愈
肚
の
株
券
の
市
，
債
に
劉
す
る
物
贋
騰
落
の
影
響
を
知
る
爲
め
曳
圃
じ
く
開
治
四
十
三

年
ぷ
う
大
正
十
三
年
に
至
る
十
五
ケ
年
間
に
於
け
る
代
表
株
四
種
の
滉
鞠
相
揚
を
取
）
．
擾
債

並
．
に
銀
行
株
に
於
け
る
ε
同
輔
の
方
法
を
以
て
指
歎
を
作
ウ
、
物
艘
擶
蹴
ε
劃
照
せ
し
む
る
こ

ε
に
し
π
。
此
指
敦
作
製
の
爲
め
に
逡
ん
だ
の
は
日
本
郵
般
株
、
鑓
紡
株
、
東
京
株
式
株
．
並
に
大

日
本
姿
酒
・
株
の
四
種
で
あ
つ
て
、
公
債
及
び
銀
行
株
と
祠
じ
く
各
年
に
於
け
る
東
京
の
李
均
相

場
を
取
つ
泥
。
左
．
表
は
恥
ち
斯
く
の
如
く
し
て
作
つ
た
封
照
幾
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
甲
）
　
《
乙
）
　
（
再
）
　
（
丁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
）
は
　
（
乙
）
は

　
　
　
年
　
翻
総
整
襯
藤
撚
獄
灘
合
計
卒
均
　
鑓
織
沿
離
臆
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
團
　
　
　
四
　
　
　
圓
　
　
　
圓
　
　
　
圓
　
　
　
周
　
　
　
　
翻

　
四
十
三
年
　
　
聖
盈
莞
　
　
話
（
．
衆
紘
　
　
曇
ぞ
三
四
　
　
凸
毛
8
　
　
四
力
砦
瓢
O
ん
　
　
三
讐
毫
噸
　
　
6
鳳
二
　
　
畿
毛
　
　
幽
・
幽
　
　
　
…
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冷
表
に
示
す
が
如
く
、
明
治
四
十
三
年
よ
う
大
正
元
年
に
至
る
三
ヶ
年
聞
に
於
け
る
會
祉
株

の
市
榎
の
季
均
を
一
〇
〇
・
○
と
す
れ
ぱ
、
大
正
十
三
年
の
李
均
市
橿
は
一
ニ
マ
六
に
相
當
し
℃

ゐ
る
。
』
方
物
橿
は
二
一
七
ザ
四
に
騰
貴
し
て
ゐ
る
か
ら
．
禽
趾
株
の
宿
捜
も
物
橿
に
比
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
投
』
賢
物
電
し
て
の
公
儘
「
糠
舞
重
艦
蝕
籐
の
優
努
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二



　
　
　
擾
費
魯
電
し
で
の
公
貸
．
糠
舞
離
鵬
軽
簸
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

叢
し
ぐ
痢
鐘
に
な
つ
て
ゐ
る
。
，
然
し
倭
債
ヌ
は
銀
行
株
よ
勤
も
遙
か
に
高
い
。
蒲
之
、
物
榎
が

｛
署
も
く
．
騰
貴
し
つ
、
あ
つ
だ
ε
き
に
は
、
株
償
が
潮
つ
て
物
贋
よ
ウ
も
鯨
程
高
ぐ
な
つ
た
こ
實

も
め
斎
。
蜘
ち
大
正
四
年
に
一
〇
マ
七
で
あ
つ
詑
物
欄
が
翌
五
年
に
蝋
繭
＝
華
O
に
な
つ
た
ε

き
に
．
株
．
贋
の
挙
均
は
一
〇
八
・
三
よ
う
一
八
四
・
七
に
激
騰
し
、
夏
に
翌
六
年
に
駒
橿
が
剛
五
四
・
八

に
騰
貴
し
た
と
き
に
、
糠
個
は
二
〇
七
6
に
暴
騰
し
た
。
美
の
駕
め
に
、
大
正
五
年
に
は
株
榎
は

物
櫻
に
封
し
六
一
・
七
の
上
鞘
を
呈
し
．
大
正
六
年
に
は
五
早
二
の
上
轄
を
示
し
℃
ゐ
る
。

　
斯
く
の
如
ζ
、
會
祉
株
は
物
便
の
騰
貴
す
る
に
連
れ
て
、
《
債
暑
し
《
は
銀
行
株
よ
）
も
著
し

く
昂
♂
騰
す
る
の
傾
向
を
持
つ
て
ゐ
る
。
　
物
償
に
劃
す
る
關
係
に
於
て
、
禽
祉
株
が
公
債
並
ヒ
銀

行
株
ミ
異
な
つ
℃
み
る
の
は
、
物
橿
が
、
騰
貴
す
る
際
に
、
會
瀧
あ
臨
嘗
が
増
率
せ
ら
れ
、
若
し
ぐ
は

會
鮭
の
増
配
が
期
待
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
會
就
株
の
騰
貨
峯
は
常
に
物
橿
の
騰
貴

摩
ε
一
致
す
る
も
の
で
は
無
ぐ
、
時
ε
し
て
は
前
者
が
蓮
く
後
渚
に
及
ぱ
ざ
る
こ
ピ
も
め
る
。

殊
に
不
景
氣
の
縫
．
績
す
る
際
に
は
、
縦
令
物
債
が
騰
貴
し
て
ゐ
℃
竜
、
株
櫻
が
低
落
す
る
の
傾
向

を
有
し
て
ゐ
る
．
例
へ
ぱ
、
大
正
十
二
年
に
二
〇
九
・
六
で
あ
つ
た
物
欄
が
大
正
十
三
隼
に
二
一

七
．
四
轟
騰
貴
し
た
に
拘
ら
す
、
株
損
の
李
均
は
＝
二
九
．
六
よ
）
圃
二
で
六
に
低
落
し
た
。



　
然
し
な
が
ら
．
久
幅
方
に
於
で
は
、
物
便
が
騰
貴
し
ψ
、
あ
る
際
に
は
、
愈
祉
株
の
市
橿
は
上
麺

の
如
ヤ
物
撰
以
上
に
騰
貴
す
る
；
と
が
あ
る
か
ら
、
此
勲
に
於
て
は
、
曾
疵
椋
は
公
憤
叉
は
銀
行

株
よ
り
も
投
資
の
目
的
物
ミ
し
℃
は
安
歪
な
る
も
・
の
で
あ
る
ε
講
ひ
褐
る
。
勿
論
會
激
株
は

於
債
ほ
ご
に
確
實
で
は
な
い
ρ
公
債
に
投
資
す
れ
ぱ
、
國
家
の
永
綾
す
る
限
う
、
利
子
を
確
實
に

牧
め
、
且
つ
償
蜘
期
日
が
來
れ
ぱ
、
公
債
に
投
じ
た
る
資
金
を
完
全
に
同
牧
す
る
こ
ε
が
州
瑛
る
。

之
に
反
し
て
．
舎
肚
は
政
府
ほ
ご
莫
の
墓
礎
が
勿
論
彊
固
で
な
い
。
何
日
何
時
破
壷
す
る
か
も

知
れ
無
い
。
破
産
し
た
る
場
合
に
は
．
會
肚
の
裾
に
投
じ
た
る
資
本
を
歪
部
失
は
な
け
れ
ぱ
な

ら
瞬
。
　
破
産
ピ
ま
で
は
行
か
す
ε
も
．
會
祉
が
事
業
に
失
敗
し
た
爲
め
に
、
彿
込
資
本
金
を
切
下

げ
る
こ
と
が
あ
る
。
鰻
り
に
禽
融
の
資
本
金
が
五
割
切
下
げ
ら
る
、
蜜
す
れ
ぱ
．
株
主
は
其
禽

祉
の
株
券
に
撃
じ
℃
ゐ
た
費
本
の
五
翻
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
叉
、
事
業
畿
前
途
あ
見
込

が
無
い
爲
め
に
．
會
肚
が
解
激
す
る
と
き
に
於
て
．
會
肚
の
財
産
よ
う
債
務
の
全
部
を
控
除
し
た

る
慶
額
．
即
ち
純
財
産
が
携
込
資
本
の
金
額
に
達
し
な
い
こ
ε
が
綾
見
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

鰻
り
に
叢
不
足
額
が
擁
込
費
本
金
の
二
割
で
あ
る
ε
す
る
な
ら
ぱ
、
各
株
主
は
持
株
に
劃
す
る

携
込
周
高
の
二
割
を
失
ふ
こ
ε
に
な
る
。

　
　
　
換
資
駒
電
し
て
の
公
僕
、
滋
歩
豊
に
融
債
の
優
努
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
蕊



　
　
　
　
，
投
賢
警
t
て
の
公
債
、
糠
券
盤
κ
紬
蟹
の
獲
鍔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
面

　
更
に
又
．
事
桑
の
経
鰹
に
大
な
る
失
策
な
き
ε
き
に
於
℃
も
．
不
景
甑
の
爲
め
、
婁
業
が
振
は
す

し
て
、
牧
盆
が
少
い
か
．
或
は
全
然
な
ぐ
。
若
し
く
は
鋏
損
を
生
じ
た
る
結
果
置
し
て
、
株
主
の
受
ぐ

る
配
當
が
公
債
の
利
子
よ
り
も
低
章
ε
な
る
か
、
或
は
禽
胤
が
全
ぐ
配
欝
を
行
へ
な
い
こ
ε
す

ら
あ
る
。

　
凶
等
の
鮎
に
於
て
は
、
禽
肚
株
は
公
債
よ
）
も
劣
つ
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
物
橿
が
騰
貴
し

つ
、
あ
る
際
に
は
、
會
漉
株
は
公
債
よ
）
も
安
全
な
る
有
債
瞳
券
で
あ
る
。
般
参
に
或
る
期
間

内
に
物
償
が
二
倍
に
騰
貴
し
た
と
す
れ
ぱ
、
五
分
利
付
額
面
百
圏
の
公
債
よ
う
生
す
る
金
五
圓

の
牧
入
を
以
て
し
て
懊
物
贋
膀
貴
前
に
金
二
圓
五
十
銭
を
嵐
て
購
入
す
る
こ
と
を
得
ね
丈
け

の
貨
物
を
買
入
れ
る
こ
ピ
が
出
來
る
に
過
ぎ
無
い
。
叉
↓
公
債
を
壷
翻
す
る
か
．
或
は
慣
邸
せ
ら

れ
π
と
き
に
、
購
入
醤
時
に
比
し
て
、
物
個
が
二
倍
に
騰
貴
し
℃
お
れ
ぱ
、
公
債
に
投
じ
詑
資
本
の

輔
孚
を
失
つ
た
こ
ε
に
な
る
。
之
に
反
し
て
、
物
債
が
騰
貴
し
つ
、
あ
）
て
、
景
氣
の
良
好
な
る

際
に
は
．
婁
の
影
響
を
受
く
る
會
肚
の
牧
盆
が
壇
加
し
、
配
嘗
が
増
奉
せ
ら
る
、
爲
め
に
、
株
主
の

牧
入
堵
加
す
る
結
果
ε
し
で
、
株
主
が
物
展
騰
貴
に
依
）
て
漿
る
損
失
は
夫
れ
の
爲
め
に
相
殺

せ
ら
る
、
こ
ε
に
な
る
。
否
な
配
當
の
塘
加
摩
は
往
々
に
し
て
物
贋
の
騰
貴
牽
に
超
邊
す
る



こ
と
が
あ
る
か
ら
、
若
し
或
る
人
の
財
産
が
全
部
牧
盆
の
膨
脹
し
つ
、
あ
る
會
融
の
株
券
で
あ

る
ピ
す
る
な
ら
ぱ
、
物
側
．
の
騰
貴
は
差
概
其
人
を
利
す
る
こ
ε
に
な
る
。
叉
．
雌
種
の
會
就
の
株

は
往
々
物
榎
以
上
に
騰
貴
す
る
か
ら
、
株
主
の
財
産
は
公
債
の
所
有
者
の
財
産
の
如
ぐ
に
．
滅
少

せ
す
し
て
、
却
っ
て
増
加
す
る
の
で
■
あ
る
。

　
勿
論
斯
く
の
如
く
、
會
融
株
の
膀
貴
す
る
程
度
は
會
就
毎
に
異
な
つ
て
ゐ
る
。
會
砒
株
の
騰

貴
の
程
度
が
會
肚
笹
に
相
蓮
す
る
の
は
．
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
牧
盆
率
．
配
當
率
．
壁
聞
の
信
用
等
が

會
肚
毎
に
異
な
つ
℃
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
総
て
の
會
駈
株
が
好
景
氣
蛎
代
に
於
て
も

物
贋
以
上
に
騰
貴
す
る
も
の
で
あ
る
ε
云
ふ
こ
ε
を
得
な
い
。
即
ち
牧
釜
並
に
配
嘗
の
牽
が

低
く
．
砥
間
の
信
用
の
低
い
會
説
の
糖
は
．
物
橿
の
騰
貴
し
つ
、
あ
る
際
に
、
物
碩
ほ
ご
に
は
騰
貴

し
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
置
節
　
鮭
債

　
最
後
に
肚
債
の
相
楊
に
封
す
る
物
債
の
影
響
を
知
る
爲
め
に
、
十
岡
種
の
就
債
の
相
楊
を
塞

礎
と
し
て
、
前
と
圃
一
の
方
法
を
以
て
、
融
債
相
場
の
摺
敷
を
作
り
、
之
を
物
債
指
激
ε
封
照
せ
し

む
る
こ
置
に
し
泥
。
　
其
圓
的
砂
爲
め
に
選
ん
だ
の
は
、
東
洋
製
糖
．
鐘
紡
．
雷
士
・
紡
．
輻
鳥
紡
、
臼
本
製

　
　
　
　
捜
喪
鞠
電
し
て
の
公
蟹
、
橡
券
璽
に
既
酸
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
置



　
　
　
　
脇
黙
馨
ハ
謄
”
建
し
て
の
公
儀
、
旛
饗
弾
盤
㎝
に
瀞
胆
儲
既
の
優
奢
κ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

布．

康
洋
汽
船
．
日
本
製
鋼
所
、
人
蓮
肥
料
．
和
歌
幽
水
力
．
京
都
電
燈
、
並
膨
齎
鱈
の
十
一
會
魅
の
曇
行

し
た
る
説
債
で
あ
つ
て
．
大
蕊
元
．
年
よ
り
大
正
十
三
年
に
至
る
十
三
ヶ
年
間
に
於
け
る
餐
年
の

最
高
相
場
弩
最
低
相
場
ε
を
取
多
、
十
一
種
の
最
高
相
場
ε
十
瞬
種
の
最
低
相
場
ε
を
別
々
に

季
均
し
．
而
し
で
各
年
の
最
高
相
場
ε
最
低
相
場
ε
を
更
に
挙
均
し
、
此
最
後
の
季
均
を
墓
礎
と

し
て
鮭
債
相
場
指
歎
を
作
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
十
三
ヶ
年
の
全
部
に
饗
し
て
各
種

肚
偵
の
相
場
が
、
綾
行
期
日
、
償
還
等
の
關
係
よ
今
し
て
、
蒋
在
し
て
ゐ
る
謬
で
な
い
か
ら
、
或
る
隼

に
欝
し
て
敷
字
の
換
け
て
ゐ
る
肚
債
が
少
《
な
い
。
而
か
も
上
詑
十
一
種
の
甦
債
を
選
ん
だ

の
は
．
此
等
の
趾
債
に
劃
し
て
．
比
較
的
長
期
問
に
亘
る
，
相
揚
表
を
褐
る
こ
ε
が
出
擁
た
か
ら
で

あ
る
。
　
左
表
は
即
ち
右
の
方
法
に
て
．
作
製
し
た
る
祉
債
相
場
櫓
数
と
物
債
揖
歎
ε
の
蚤
照
表

で
あ
る
。
（
墓
礎
歎
字
は
総
て
大
阪
野
村
商
店
編
纂
『
株
式
年
鑑
㎞
に
櫨
る
》
。

歪
．
三
騒

二
年
熊

　
　
劇
、
津
麗
糖

高
　
　
　
　
i

低
　
　
　
ー

　
　
　
　

高
　
　
　
毒
ー

低
　
　
　
ー

鐘
　
紡

一
〇
7
五
〇

九
七
。
七
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九
九
・
二
〇

九
三
。
入
O

富
士
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九
入
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0

入
九
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五
U

九
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O
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五
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＋
、
、
一
年
鶴

冗
・
8

登
・
琶

染
義
O

畿
・
呂

窒
・
8

雷
孟
O

鳶
・
吾

舞発
o　■諸℃昌

oo
一
〇
乞
5

尭
・
8

合碧
唱　o．

o轟Ou
老
。
巻

召
菖
O

召
等
8

（
晃
。
思

毫
警
（
。

舞
（
＆
O

毫
辱
δ

興
圓
λ
O

巽
（
●
ぎ

毫
㌘
ε

疑岩ユ

6

毫？巻

⊥
紹
謎
畿
・
嚇
輌

醤
馳
｝
＾
尋
セ
・
一

難
℃
蜀
セ

難㏄蹟

讐
、
一
菖

箋
奪
麗

6
饗
誉
昌
翼
る

5
干
竃
芸
O
轟

呂
亨
摯
　
漏
6
幽
●
一

一
〇
昌
毛
〇
一
6
拍
糸

一
鼠
●
一
〇
呂
石
●
四

叢
（
◎
梵

一
〇
（
・
髭

一
豊
・
莞

莫
．
巻

＝
テ
琶

　
右
表
に
示
す
が
如
く
。
著
し
大
正
元
年
．
二
年
並
に
三
年
の
肚
債
相
場
の
季
均
を
一
〇
〇
．
O
ε

す
れ
ぱ
，
大
正
’
十
三
年
の
奉
均
相
場
は
噌
〇
五
二
に
騰
貴
し
て
ゐ
る
。
否
な
開
職
後
に
於
て
．
李

均
相
場
が
何
れ
の
年
に
て
も
一
〇
〇
6
以
下
に
低
落
し
た
こ
と
は
な
《
、
常
に
畷
箭
に
封
し
て

多
少
の
騰
貴
を
示
し
て
ゐ
る
．
勿
論
其
騰
貴
牽
は
會
肚
株
の
騰
貴
率
に
は
遙
か
に
及
ぱ
な
い

が
．
公
債
若
し
く
は
銀
行
標
が
低
落
せ
る
こ
ε
ー
を
考
慮
す
れ
ば
、
如
何
に
証
債
に
封
す
る
需
用
が

比
較
的
に
多
か
つ
た
こ
ε
を
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
祉
債
に
劃
す
る
需
用
が
姥
鞍
的
に
多

か
つ
た
の
は
、
甑
儂
の
利
子
が
公
債
の
利
子
よ
）
も
高
い
か
ら
で
あ
る
。
蚕
債
の
利
摩
ε
魅
債

　
　
　
　
桟
資
胸
電
し
て
げ
公
債
、
糠
締
蓮
に
託
慌
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
擾
費
翰
建
こ
て
の
公
債
噛
擁
券
鷺
に
歴
償
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

の
尉
拳
ε
の
差
は
。
原
珊
と
し
て
政
府
に
劃
す
る
人
民
の
信
贋
と
禽
瀧
に
劃
す
る
燈
麗
の
信
用

ε
の
盤
度
の
相
遽
を
示
す
も
の
と
看
磁
す
可
き
で
あ
る
。
從
つ
て
公
債
が
低
落
す
れ
ば
、
枇
債

も
下
落
し
．
公
債
が
騰
貴
す
れ
ぱ
．
肚
債
も
亦
騰
貴
し
て
、
薦
者
の
測
廻
り
の
間
の
開
き
に
大
な
る

麓
麟
が
生
じ
な
い
こ
ε
を
期
待
し
穏
な
い
で
も
無
い
。
然
る
に
、
纂
實
は
之
に
反
し
甲
、
、
公
債
は

磯
鳶
に
比
し
て
低
落
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
す
、
肚
債
は
却
つ
て
騰
貴
し
て
ゐ
る
。
是
れ
は
多
分

漢
府
に
封
す
る
信
用
ε
會
趾
に
封
す
る
僑
用
ε
の
閥
に
於
て
、
公
債
の
利
子
歩
合
差
肚
債
の
利

子
歩
合
憲
の
差
が
示
し
て
ゐ
る
程
度
の
懸
隔
が
無
い
爲
『
め
で
あ
ら
う
ε
思
は
れ
る
。

　
叉
、
蔵
債
ε
銀
行
株
ε
を
比
駿
す
る
に
．
銀
行
の
配
當
率
・
は
肚
債
の
利
率
よ
り
も
高
い
か
ら
．
銀

行
株
の
相
場
は
勿
論
肚
償
の
相
揚
よ
り
も
高
い
。
然
る
に
、
融
債
は
職
前
に
比
し
て
騰
貴
し
て

ゐ
る
に
反
し
。
銀
行
株
は
低
落
し
て
ゐ
る
。
是
れ
は
載
前
に
於
て
、
銀
行
株
は
駄
債
に
比
し
割
高

に
な
つ
で
ゐ
た
爲
め
で
あ
ら
う
ε
思
は
れ
る
。

　
之
を
婁
「
す
る
に
、
枇
債
を
擾
行
せ
る
會
鮭
の
塞
礎
が
強
固
で
あ
る
限
り
．
肚
債
は
投
資
の
圓
蛎

物
ピ
し
噌
公
債
並
に
銀
行
株
よ
）
も
優
つ
て
ゐ
る
。
少
ぐ
ε
も
戦
前
に
於
け
る
相
場
を
標
準

ピ
し
て
噛
職
疇
中
並
に
職
後
．
に
於
て
公
債
．
並
に
銀
行
株
が
受
け
た
る
物
榎
の
影
饗
と
融
債
が
受



け
た
る
吻
橿
．
む
影
饗
ε
を
比
較
す
る
に
、
右
の
結
論
に
到
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
六
鮪
　
四
種
の
有
贋
瞳
雰
に
封
す
る
物
榎
の
彬
響
の
比
稜

　
以
美
略
叙
し
た
る
所
に
依
り
て
明
か
な
る
が
如
く
．
公
債
は
、
元
金
の
償
却
並
に
利
子
支
擁
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

貼
に
於
噌
は
．
有
榎
瞳
券
に
於
て
最
も
確
實
な
る
も
の
で
あ
ら
う
が
。
物
償
が
騰
貴
し
つ
、
あ
る

際
に
は
・
公
債
の
利
子
は
從
前
史
け
の
購
買
力
を
有
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
．
公
債
の
市
橿
が
低
落

し
・
且
つ
、
些
の
實
債
、
即
ち
夫
筋
を
寅
却
し
た
る
際
の
代
金
若
し
く
は
償
却
さ
れ
た
る
際
の
元
金

の
購
疑
力
は
物
便
膀
貴
ε
反
比
例
に
減
少
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
物
撰
が
低
落
し
つ
》
あ
る

ε
き
に
は
、
公
債
の
市
償
が
騰
貴
す
る
の
み
な
ら
す
、
共
の
實
便
が
増
加
す
る
か
ら
．
公
債
駈
有
者

は
利
盆
を
受
く
る
ご
と
に
な
る
。
然
し
な
が
ら
．
物
贋
は
下
落
す
る
よ
う
も
騰
貴
す
る
こ
Ψ
、
の

方
が
多
い
か
ら
、
公
債
は
投
資
の
目
的
物
と
し
て
は
優
良
で
あ
る
ε
云
ふ
こ
ε
は
臨
來
無
い
。

髭
蒐
堪
よ
）
論
す
れ
ぱ
錘
行
株
は
公
債
ピ
略
ぼ
同
楼
に
看
俄
し
得
る
．
動
何
と
な
れ
ば
．
景

募
旺
獲
る
雲
に
笑
畏
年
害
謬
る
鑑
姦
行
馨
盆
考
も
轟
禦

多
く
騰
貴
す
る
こ
ε
も
あ
る
が
、
又
一
方
に
於
て
は
．
銀
行
株
の
實
便
は
．
不
景
無
の
際
に
は
．
公
債

の
貿
贋
よ
｝
も
著
し
《
減
少
す
る
の
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
魅
債
の
實
贋

　
　
　
　
携
資
物
ミ
し
て
の
公
優
，
株
舞
豊
に
薩
穫
の
簾
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
悌



　
　
　
　
擾
貸
鞠
建
し
で
ゆ
公
璽
殊
券
遊
に
甑
債
の
優
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
一
三

が
駒
贋
騰
貴
の
影
饗
を
康
り
て
減
少
す
る
の
は
公
債
並
に
銀
行
株
鷺
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る

が、

魅
債
の
利
牽
が
高
い
爲
め
に
、
其
の
實
便
は
公
債
若
し
ぐ
は
銀
行
株
の
實
儂
ほ
ご
に
は
減
少

し
な
い
。
　
最
後
に
．
會
肚
株
の
實
償
が
物
便
騰
貴
の
爲
め
に
滅
少
す
る
程
度
は
、
他
の
三
種
の
有

榎
瞳
雰
の
銑
…
れ
に
於
け
る
よ
）
も
低
い
．
　
煎
之
、
好
景
氣
の
時
代
に
は
、
配
當
の
壇
章
叉
は
其
の

糠
想
等
の
爲
め
に
．
禽
融
株
の
相
場
が
物
榎
以
上
に
暴
騰
す
る
結
果
ε
し
て
、
粟
の
實
債
が
却
つ

て
増
撫
す
る
こ
ピ
す
ら
あ
る
。
從
つ
て
確
實
な
る
會
証
株
は
投
費
物
と
し
て
は
最
も
優
れ
る

も
の
で
あ
る
と
言
び
穏
る
、
今
恥
關
係
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
ん
が
爲
め
に
、
左
に
四
種
の
有

損
鐙
雰
の
貧
撰
劃
照
衷
を
掲
ぐ
る
こ
ε
に
す
る
．
各
實
榎
は
各
租
有
欄
醗
券
市
償
の
揃
敏
を

物
撰
指
欽
に
て
除
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
年

一
明
治
四
十
三
年

　
側
†
四
年

　
畑
駐
聯

　
二
　
年

　
一
昌
　
年

公
　
債

一
〇
八
・
穴

一
〇
脚
■
穴

九
〇
・
七

入
七
。
九

九
〇
・
O

七七入δ二銀
二三七三〇行●　●　o　●　●
鴎二七〇三椋

曾
旺
株

一
〇
九
・
八

九
五
・
〇

九
五
・
，
一

九
〇
・
一

九
〇
・
八

吐
　
　
債

九
八
二
入

先
三
2
八
三

九
七
。
五
二

　
　
、



十申藩ゆ九八七六五四

俘年年1年年隼年年舘鯖

九
〇
・
獣

七
電
・
五

六
7
一

四
六
・
一

三
六
・
九

旨
＝
●
八

四
一
・
一

四
一
・
七

四
7
四

三
九
・
七

童
昌
・
七

七
7
二

五
九
。
七

四
七
●
二

四
八
・
二

三
五
・
〇

三
八
・
治

三
四
・
五

三
三
●
（
》

二
九
・
五

一
〇
六
孟

断
E
O
・
二

網
三
三
●
七

八
五
・
二

八
九
・
三

六
七
二

七
二
・
二

六
七
・
五

六
六
・
六

五
五
五

一
〇
Q
・
置
置

入
六
・
二
九

六
九
・
O
一

五
二
・
＝

四
二
さ
＝

三
八
■
二
一

四
八
。
四
四

五
〇
。
ニ
ニ

四
辱
O
O

四
入
圭
四

　
右
表
に
示
す
が
如
く
、
會
肚
株
の
實
便
は
最
も
高
く
、
肚
債
之
に
次
ぎ
、
公
債
は
肚
債
に
綾
き
、
銀

行
株
の
實
橿
は
最
も
低
い
。
㈲
ほ
實
頂
高
低
の
關
係
を
朋
瞭
に
す
る
爲
め
に
、
會
肚
株
の
實
債

を
百
ど
し
．
肚
債
、
公
債
並
に
銀
行
株
の
實
偵
を
ぱ
百
分
比
例
と
し
て
劃
照
せ
し
む
る
こ
ε
に
す

る
。
左
表
は
即
ち
各
年
に
於
け
る
會
説
株
の
實
債
を
以
て
其
年
に
於
け
る
魑
の
三
種
の
有
債

燈
雰
の
實
償
を
除
し
て
得
た
る
此
百
分
比
例
表
で
あ
る
。

　
　
　
隼
　
　
　
　
　
　
愈
二
鵬
橡
　
　
　
　
　
鮭
　

債
　
　
　
　
　
会
　

債
　
　
　
　
　
銀
行
橡

明
治
四
十
蕊
年
　
　
　
　
　
一
〇
〇
・
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
・
ぬ
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〇
五

　
　
　
　
義
責
鞠
電
し
て
の
公
蟹
、
縁
奏
藍
に
鮭
債
の
獲
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
寓



』
馨
石
電
し
て
の
公
傭
．
株
歩
並
に
蝕
償
の
優
劣

十，十†ナ’九八七六五四三二畑四
＿＿　　　　　　　　　　 正十十昌一一　　　　　　　　　元五四
年年年年年年年年年年年年年年年

。
輔
0
0
・
O

一
Q
O
。
〇

一
〇
〇
・
〇

一
〇
〇
・
0

齢
O
O
・
〇

一
〇
〇
・
〇

一
〇
〇
・
〇

一
〇
〇
・
0

鱒
O
O
・
〇

一
〇
〇
・
〇

一
〇
〇
・
O

一
〇
〇
・
O

鱒
O
O
●
〇

一
〇
〇
・
O

一
〇
三
●
二

一
〇
四
・
一

一
〇
七
。
四

九
四
儀
四

五
七
蓋

五
一
夫

六
一
・
二

四
七
・
四

五
六
・
施

穴
七
二

七
四
・
四

七
三
。
六

八
六
。
置

一
〇
書
海

九
五
儘
四

九
七
工
ハ

九
九
。
脚

八
五
・
〇

五
7
六

國
五
・
七

五
四
・
一

四
囲
。
三

四
七
。
四

匠
六
・
九

六
一
・
八

六
二
。
二

七
一
・
O

馳
昌
國

一
〇
八
②
四

九
二
・
二

八
一
・
二

七
九
・
七

六
九
・
二

四
㌻
四

圏
四
・
竜

五
五
。
四

喜
昌
㊥
九

五
二
。
二

五
三
・
六

置
一
・
一

四
九
。
匠

五
二
．
。
八

　
右
表
の
示
す
所
に
縷
れ
ぱ
．
明
治
四
十
三
年
並
に
四
十
四
年
に
於
け
る
結
果
は
甚
だ
不
規
則

で
あ
る
が
．
四
十
五
年
よ
）
大
正
十
三
年
に
至
る
十
三
ヶ
年
間
に
在
）
で
は
、
四
種
有
梗
鐙
券
の

賓
償
は
、
少
数
の
例
外
を
除
き
、
毎
年
（
ご
會
肚
株
、
（
二
｝
肚
債
．
（
…
公
債
、
（
四
銀
行
株
の
順
位
に
な
つ
て
ゐ



る
。
少
欺
の
例
外
ε
な
つ
て
ゐ
る
も
の
は
．
明
治
四
十
五
年
よ
う
大
正
三
年
に
至
る
三
ヶ
年
に

於
て
．
肚
債
の
實
便
が
會
趾
株
の
實
贋
よ
う
も
高
く
な
つ
て
居
ウ
．
叉
、
大
正
七
年
よ
ウ
大
正
九
年

に
至
る
三
ヶ
年
間
に
・
於
て
、
銀
行
株
の
實
償
は
公
債
の
實
橿
よ
り
高
か
つ
た
こ
建
に
外
な
ら
な

い
。

十
三
ヶ
年
を
蓮
す
る
比
較
に
於
て
例
外
が
僅
か
に
是
れ
丈
け
で
あ
る
か
ら
、
右
に
摺
摘
し

セ
る
實
償
の
順
位
は
略
ぼ
一
定
せ
る
も
の
で
あ
る
ε
看
倣
し
得
る
が
如
く
見
え
る
。

授
賢
物
♂
し
そ
の
公
債
．
榛
券
並
に
融
債
の
懸
劣

三
蔦


